






要約 

心身障害児の早期療育に欠かせない,早期発見基準の設定について検討した。乳幼児期の健

診におけるスクリーニングに活用できることを目標とした。 

従来の健診体制で見落とされた年長児の発達外来受診児を対象に,障害のタイプ,病歴,神

経所見,発達検査の特性などを検討した。 

20 例の分析から,3 歳児健診時の多動,視運動機能障害,不器用などが注意されていれば早

期発見されていたものと考えられた。限られた健診時間の中で,発達境界児を早期発見する

上で,これらの項目を見落とさないことが大切であると考えられた。今後,より本質的な健

診項目の評価を設定することによって,発達境界児の早期発見を可能にする必要があると

考える。 


